
Ⅰ．事業評価総括表 （単位　円）

番号 措置名
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
補助事業者名

（間接補助事業者名）
補助事業に要し

た経費
交付金充当額 備　　　考

1 給付金加算等措置 越前町給付金交付事業 越前町 26,404,293 26,404,293

2 企業導入・産業活性化措置
定置・底曳網漁業振興対策
事業 越前町 19,500,000 6,500,000

3 福祉対策措置
越前地域福祉センター改修
事業 越前町 2,163,200 2,100,000

4 福祉対策措置
四ヶ浦小学校空調設備整備
事業 越前町 4,525,200 1,621,000

5 福祉対策措置 防災行政無線維持管理事業 越前町 1,760,000 1,750,000

6
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

観光施設館絵里運営事業
（越前がにミュージアム冷凍庫
更新） 越前町 3,996,000 3,996,000

7
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

管理公社管理観光施設改修
事業（アクティブハウス越前修
繕） 越前町 6,836,400 6,700,000

8
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

管理公社管理観光施設改修
事業（越前温泉露天風呂漁
火野外誘導看板設置） 越前町 1,287,000 765,000

9
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

管理公社管理観光施設改修
事業（越前温泉露天風呂漁
火券売機更新） 越前町 6,820,000 6,650,000

10
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

簡易水道施設管理事業（梅
浦導水弁電動操作機取替工
事） 越前町 1,760,000 1,610,000

11
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

簡易水道施設管理事業（布
殿浄水場次亜貯蔵槽取替工
事） 越前町 3,740,000 3,380,000

12
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

簡易水道施設管理事業（布
殿浄水場ろ過用エア作動弁
更新工事） 越前町 4,598,000 4,130,000

13
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

簡易水道施設管理事業（米ノ
浄水場急速ろ過機ろ過砂交
換工事） 越前町 5,885,000 5,330,000

14
公共用施設に係る整備、維持
補修または維持運営等

簡易水道施設管理事業（米ノ
浄水場原水流入弁更新工
事） 越前町 2,365,000 2,150,000



Ⅱ．事業評価個表

給付金を交付することにより、原子力発電に対する地域住民の理解促進が図られた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％

評価年度の設定理由

-

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ％

目標値 ％

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

越前町内において、小売電気事
業者等から電気の供給を受けて
いる一般家庭や工場等により当
該地区の地域の一層の振興およ
び地域住民の福祉の向上を図り
ます。

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

 電力会社から電力の供給を受けている家庭や企業に対し給付金を交付し、原子力発電の理解促進および
地域の振興と住民福祉の向上を図ります。

　目標：原子力発電に対する地域住民の理解促進

事業開始年度 平成３１年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町　越前地区全域

交付金事業の概要

原子力発電施設等の設置および運転の円滑化に資するため、一般電気事業者等から電気の供給を受けて
いる住民・企業等に対し、給付金を交付します。

　電灯契約の交付金額（一口当たり）：年額4,884円
　電力契約の交付金額（1kＷ当たり）：年額2,436円

番号 措置名 交付金事業の名称
1 給付金加算等措置 越前町給付金交付事業



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 企画財政課

原子力立地給付金等交付 随意契約 一般社団法人　電源地域振興センター 26,404,293
交付金事業の担当課室 企画財政課

23,752,000 22,624,000 22,478,978
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 27,900,000 27,000,000 26,404,293
4,148,000 4,376,000 3,925,315

交付金事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備考
総事業費 27,996,412 27,325,795 26,404,293

73,900
達成度 ％ 98.1 94.2 87.7

契約電力（kW）（電力需要家）

活動実績 kW 71,828 68,990 64,833
活動見込 kW 73,174 73,174

活動指標 単位 29年 30年 元年

31,980
達成度 ％ 98.9 97.4 96.2

給付金の交付口数（電灯需要家）

活動実績 口 31,344 31,044 30,768
活動見込 口 31,692 31,848

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 29年 30年 元年



Ⅱ．事業評価個表

定置網漁業生産量増大
10％（73ｔ）

1経営体当たりの生産量
（ｔ）
＝漁獲量（ｔ）÷経営
体数（ｎ）

成果実績 t

目標値 t 73

達成度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和３年度

％

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

「第二次越前町総合振興計画」（平成28年度～平成37年度）
　第2編 第1節「地域資源と共生する産業の振興」4-1-3.水産業の振興
　　■施策の展開方針
　　　①担い手の確保と経営力の向上を図る
　　■施策・事業
　　　★効率的かつ安定した漁業経営の構築
目標：漁業生産量増大10％（1経営体当たり）
　　・定置網漁業生産量　727ｔ　（H25～H29平均）→　800ｔ（H32）　 増加量73ｔ

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町米ノ

交付金事業の概要

　当町水産業の生産量は約3,000トンで、県全体の約2割となっており、うち定置漁業（ブリ、サワラな
ど）と底曳網漁業（ズワイガニ、アカガレイなど）で町内漁業生産量の約9割を占めています。これらは
比較的安定した漁獲を維持しているものの、魚価の低迷、燃油や資材の高騰等により、漁業者の経営状
態は厳しいものとなっています。さらに昨今、担い手不足等により、継続して漁業を営むことができな
い経営体が出てきており、当町水産業の衰退が懸念されるところです。
　そこで、定置漁業に携わる漁業経営体が行う、施設整備等（定置網の改良・移設等）に対する補助金
に本交付金を充当することで、定置漁業の生産量の増加を図ります。

番号 措置名 交付金事業の名称
2 企業導入・産業活性化措置 定置・底曳網漁業振興対策事業



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 　農林水産課
交付金事業の評価課室 　農林水産課

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
備品購入 補助 越前町漁業協同組合(越前町) 19,500,000

3,900,000
2,600,000

総事業費 19,500,000
交付金充当額 6,500,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
達成度 ％ 100.0

　　定置網改良　　　　N=1か統
活動実績 か統 1
活動見込 か統 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年

交付金事業の成果目標及び成果
実績

評価年度の設定理由

令和２年度の集計で評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価

-

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



Ⅱ．事業評価個表

達成度 ％ 100.0

非常用放送設備改修　1式
排水中継ポンプ入替　2台
浴室シャワー水栓取替　8台
浴室鏡取替　20枚

活動実績 式 1

活動見込 式 1

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年

達成度 ％ ―

評価年度の設定理由

事業年度内に施設の改修等を行うため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人 ―

目標値 人 32,000

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

施設利用者数の維持
（年間利用者数 32,000人）

施設利用者数を集計

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

「第二次越前町総合振興計画」
　第2編 第1節「安心して住み続けられる保健・医療と福祉の充実」
    2-1-5.高齢者福祉の充実
　　  ■施策の展開方針
　　　  ①健康づくり・介護予防を推進する
　　　　③安心して暮らせる環境を整備する
    目標：施設利用者数　32,000人

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町梅浦　地係

交付金事業の概要

　越前地域福祉センターは、平成７年にオープンし、越前地区の福祉活動および地域交流の重要拠点と
して多くの住民に利用されてきました。老朽化による故障または機能・安全面に不安のある非常用放送
設備、排水中継ポンプおよび浴室シャワー水栓・鏡を入替えし、施設を適切に維持管理することで、利
用者が安全・安心に利用できるよう利便性の向上を図り、健康増進や交流活動など地区の福祉活動の拠
点として住民福祉の向上に役立てます。

番号 措置名 交付金事業の名称
3 福祉対策措置 越前地域福祉センター改修事業



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 　福祉課

施設改修 随意契約 ㈱大生（越前町） 1,067,000
交付金事業の担当課室 　福祉課

施設改修 随意契約 福井県環境保全協業組合（福井市） 205,200
施設改修 随意契約 ㈱四ヶ浦建設（越前町） 891,000

2,100,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 2,100,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 2,163,200



Ⅱ．事業評価個表

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 149.3%

評価年度の設定理由

―

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ％ 44.8

目標値 ％ 30.0

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

小中学校特別教室の空
調整備率　30％以上

町内小学校8校、町内
中学校4校の特別教室
の空調設備整備率を算
出

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次越前町総合振興計画（平成28年度～平成37年度）
　　第2編　第3章　人が輝き豊かな心が満ちあふれるまちづくり
　　　第2節　次世代を担う人材育成
　　　　3-2-3  学校教育環境の充実
　　　■施策・事業
　　　　★小中学校施設維持補修工事
　　　　　◇町内小中学校特別教室の空調設備　空調整備率（目標値）：令和元年度　30％

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町 小樟 地係

交付金事業の概要
　四ヶ浦小学校音楽室に空調設備を整備することで、児童の熱中症対策を講じると共に学校環境衛生の
基準に適した室温にし、児童の集中力・学習意欲の向上を図ることを目的とします。

番号 措置名 交付金事業の名称
4 福祉対策措置 四ヶ浦小学校空調設備整備事業



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 学校教育課

施設設備整備 一般競争入札 橋本建設㈱（越前町） 4,525,200
交付金事業の担当課室 学校教育課

1,621,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 1,621,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 4,525,200

達成度 ％ 100.0
空調設備整備（音楽室）　N=1.0式

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

整備から10年以上が経過していた戸別受信機の整備を実施することで、防災・救急体制に対する住民の
満足度の向上を図るとともに、災害時における確実な情報伝達を図ることができました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

評価年度の設定理由

―

目標値

越前地区では、戸別受信機の
各世帯への普及率はほぼ
100％であるが、機器の耐用
年数（10年）が経過し、故障
等が増加している。このた
め、平成30年度修繕（更新）
台数と同数を更新すること
で、災害時における確実な情
報伝達を図る。

成果実績

達成度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和元年度

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

「第二次越前町総合振興計画」
 第2編 第2節 「くらしの安全確保」  1-2-2.防災・救急体制の充実
　「防災行政無線の整備・運用」◇防災行政無線の周知と適切な運用
　　■施策の展開方針
　　　①戸別受信機の各世帯への普及と維持管理
　　■施策・事業
　　　★広報誌等による新規設置の呼びかけ及び機器の修繕（更新）

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町 越前地区全域

交付金事業の概要

本町では、災害時の情報伝達手段として主に防災行政無線を使用しており、屋外拡声器による屋外の情
報伝達を行ってきた。平成27年度に実施した町民意識調査では、「防災行政無線が場所により聞き取り
にくい」、「原発事故について万全の対策をとってほしい」との声があり、「不満・やや不満」の割合
も43％に上っていた。
このことから、町では、屋内用の戸別受信機を全世帯に設置することで、より確実な情報伝達を目指
し、災害時における迅速かつ正確な情報の伝達を図ることとした。
越前地区は戸別受信機の整備から10年以上を経過し、機器の故障が目立つようになり、定期的な機器の
更新が必要となってきた。このため、機器の故障等に速やかに対応し、取替を行うための新しい戸別受
信機を整備する必要がある。

番号 措置名 交付金事業の名称
5 福祉対策措置 防災行政無線維持管理事業



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の担当課室 　防災安全課
交付金事業の評価課室 　防災安全課

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
備品購入 随意契約 株式会社ほくつう福井支社（福井市） 1,760,000

1,750,000

総事業費 1,760,000
交付金充当額 1,750,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考

25
達成度 ％ 96.0%

越前地区防災行政無線戸別受信機購入　25台

活動実績 台 24
活動見込 台

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年



Ⅱ．事業評価個表

設備を導入したことで、質が高く鮮度を保った商品を提供することができるようになり、利用者の満足
度の向上が図られました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 0.0
評価年度の設定理由

設備を導入した翌年度から年度効果を推計することができるため。

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人
目標値 人 27,000

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

越前がにミュージアム
年間入館者数
27,000人の維持

越前がにミュージアム
年間入館者数
27,000人の維持

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次総合振興計画（平成２８年度～令和７年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力
　　　　　　を高めます。
　　　目標：年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　中間目標　230万人　（令和元年度）
　　　　　　最終目標　240万人　（令和７年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町厨地係

交付金事業の概要
　当該機は、冷凍能力の低下および気圧調整弁が故障しているため、更新し、適切な施設運営を図る。

　冷凍庫更新　1台

番号 措置名 交付金事業の名称
6 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等 観光施設管理運営事業（越前がにミュージアム冷凍庫更新）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 商工観光課

備品購入 指名競争入札 ㈱大生（越前町） 3,996,000
交付金事業の担当課室 商工観光課

3,996,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 3,996,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 3,996,000

達成度 ％ 100.0
冷凍庫更新　1台

活動実績 台 1
活動見込 台 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年 年 年



Ⅱ．事業評価個表

事業実施により利用者が快適に施設を利用することができ満足度の向上が期待されます。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 0.0
評価年度の設定理由

事業実施の翌年度以降に成果が見込まれるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人
目標値 人 13,000

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

アクティブハウス越前
年間入館者数：12,000
人→13,000人

アクティブハウス越前
年間入館者数：12,000
人→13,000人

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次総合振興計画（平成２８年度～令和７年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力
　　　　　　を高めます。
　　　目標：年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　中間目標　230万人　（令和元年度）
　　　　　　最終目標　240万人　（令和７年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町厨地係

交付金事業の概要

　当該施設は、塩害や経年劣化で設備が損耗しているため、修繕工事を実施し、利用者への配慮及び施
設の安全な運営管理を図る。

ろ過動力制御盤修繕　　１式
ろ過機五方弁交換　　　１式

番号 措置名 交付金事業の名称
7 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等 管理公社管理観光施設改修事業（アクティブハウス越前修繕）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 商工観光課

施設修繕 一般競争入札 ㈱大生（越前町） 6,836,400
交付金事業の担当課室 商工観光課

6,700,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 6,700,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 6,836,400

達成度 ％ 100.0

ろ過動力制御盤修繕　　１式
ろ過機五方弁交換　　　１式

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年 年 年



Ⅱ．事業評価個表

事業を実施することで利用者を快適に当該施設に誘導することができ、観光客にも当該施設をPRするこ
とができるようになりました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 0.0
評価年度の設定理由

事業実施の翌年度から成果を推計することができるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人
目標値 人 88,000

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

越前温泉露天風呂漁火
年間入館者数
87,000人→88,000人

越前温泉露天風呂漁火
年間入館者数
87,000人→88,000人

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次総合振興計画（平成２８年度～令和７年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力
　　　　　　を高めます。
　　　目標：年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　中間目標　230万人　（令和元年度）
　　　　　　最終目標　240万人　（令和７年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町厨地係

交付金事業の概要
　観光客へ向けた越前温泉露天風呂漁火までの店舗誘導や認知拡大を目的に屋外誘導看板を整備する。

　屋外誘導看板設置　1台

番号 措置名 交付金事業の名称
8 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等 管理公社管理観光施設改修事業（越前温泉露天風呂漁火屋外誘導看板設置）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 商工観光課

施設整備 随意契約 ㈱さいん工房越前営業所（越前町） 1,287,000
交付金事業の担当課室 商工観光課

765,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 765,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 1,287,000

達成度 ％ 100.0
屋外誘導看板設置　1台

活動実績 台 1
活動見込 台 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年 年 年



Ⅱ．事業評価個表

事業実施により利用者が快適に施設を利用することができ満足度の向上が期待されます。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 0.0
評価年度の設定理由

事業実施の翌年度から成果を推計することができるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人
目標値 人 88,000

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

越前温泉露天風呂漁火
年間入館者数
87,000人→88,000人

越前温泉露天風呂漁火
年間入館者数
87,000人→88,000人

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次総合振興計画（平成２８年度～令和７年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力
　　　　　　を高めます。
　　　目標：年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　中間目標　230万人　（令和元年度）
　　　　　　最終目標　240万人　（令和７年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町厨地係

交付金事業の概要

　当該機は、交換部品の耐用年数が過ぎており故障時に対応できない。また、高額紙幣、消費税変更に
対応するため更新し、利用者への配慮及び施設の適正な運営管理を図る。

券売機更新　2台

番号 措置名 交付金事業の名称
9 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等 越前町公共施設管理公社事業（越前温泉露天風呂漁火券売機更新）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 商工観光課

備品購入 指名競争入札 ㈱大生（越前町） 6,820,000
交付金事業の担当課室 商工観光課

6,650,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 6,650,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 6,820,000

達成度 ％ 100.0
券売機更新　2台

活動実績 台 2
活動見込 台 2

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年 年 年



Ⅱ．事業評価個表

布殿浄水場への安定した原水流入量を確保することができました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％
評価年度の設定理由

令和２年６月から１０月の電気量は当該年度で把握できるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ％
目標値 ％ 95.0

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

6月～10月の導水ポンプ
の動力費用の低減5％

令和2年6月～10月の電
気料/令和元年6月～10
月の電気料

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次越前町総合振興計画（平成28年度～平成37年度）
　　第2編　第1章　快適で安全に住み続けられるまちづくり
　　　第1節　住みやすいまちを演出する都市基盤・公共施設の充実
　　　　1-1-3  水道の整備
　　　■施策の展開方針
　　　　★水道事業を改善し良質な水を供給する

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町 梅浦 地係

交付金事業の概要
安定した必要取水量を確保するため、取水施設の導水弁を遠隔で操作するための電動操作機を取り替え
ました。

番号 措置名 交付金事業の名称
10 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 簡易水道施設維持管理事業（梅浦導水弁電動操作機取替工事）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 上下水道課

設備修繕 指名競争入札 荏原商事　株式会社　福井支店(福井市) 1,760,000
交付金事業の担当課室 上下水道課

643,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 1,610,000
967,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 1,760,000

達成度 ％ 100.0
電動操作機取替　N=1.0台

活動実績 台 1
活動見込 台 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年



Ⅱ．事業評価個表

布殿浄水場の次亜塩素酸ソーダを適正に管理することができるようになりました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％
評価年度の設定理由

修繕完了の翌年度の実績を集計するため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件
目標値 件 0.0

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

薬品漏れによる事故発
生率0件

該当施設からの薬品漏
れによる事故発生率0件

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次越前町総合振興計画（平成28年度～平成37年度）
　　第2編　第1章　快適で安全に住み続けられるまちづくり
　　　第1節　住みやすいまちを演出する都市基盤・公共施設の充実
　　　　1-1-3  水道の整備
　　　■施策の展開方針
　　　　★水道事業を改善し良質な水を供給する

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町 梅浦 地係

交付金事業の概要
薬品を適正に管理し、施設を安全に運営するため、破損し液漏れしている次亜貯蔵タンクの更新を実施
しました。

番号 措置名 交付金事業の名称
11 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 簡易水道施設管理事業（布殿浄水場次亜貯蔵槽取替工事）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 上下水道課

設備修繕 指名競争入札 株式会社　大生（越前町） 3,740,000
交付金事業の担当課室 上下水道課

1,350,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 3,380,000
2,030,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 3,740,000

達成度 ％ 100.0

次亜貯蔵槽取替　2㎥槽　N=1.0式
次亜貯蔵槽架台塗装　A=10.0㎡

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年



Ⅱ．事業評価個表

布殿浄水場の安定したろ過工程を確保することができました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％
評価年度の設定理由

取替の翌年度の実績を集計するため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件
目標値 件 0.0

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

設備の停止事故0件
該当施設の誤作動等に

よる停止事故0件

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次越前町総合振興計画（平成28年度～平成37年度）
　　第2編　第1章　快適で安全に住み続けられるまちづくり
　　　第1節　住みやすいまちを演出する都市基盤・公共施設の充実
　　　　1-1-3  水道の整備
　　　■施策の展開方針
　　　　★水道事業を改善し良質な水を供給する

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町 梅浦 地係

交付金事業の概要 良質な水を供給するため、膜ろ過用のエア作動弁を更新しました。

番号 措置名 交付金事業の名称
12 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 簡易水道施設管理事業（布殿浄水場膜ろ過用エア作動弁更新工事）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 上下水道課

設備更新 指名競争入札 株式会社　大生（越前町） 4,598,000
交付金事業の担当課室 上下水道課

1,649,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 4,130,000
2,481,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 4,598,000

達成度 ％ 100.0
エア作動弁取替　N=21.0台（7台×3ユニット）

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年



Ⅱ．事業評価個表

米ノ浄水場の安定したろ過工程と清潔な水の提供を確保することができました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％
評価年度の設定理由

水質に関する苦情件数は当該年度で把握できるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件
目標値 件 0.0

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

住民からの苦情件数0件
水質に関する苦情件数0

件

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次越前町総合振興計画（平成28年度～平成37年度）
　　第2編　第1章　快適で安全に住み続けられるまちづくり
　　　第1節　住みやすいまちを演出する都市基盤・公共施設の充実
　　　　1-1-3  水道の整備
　　　■施策の展開方針
　　　　★水道事業を改善し良質な水を供給する

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町 米ノ 地係

交付金事業の概要
正常なろ過工程を確保し、良質な水を供給するため、米ノ浄水場の急速ろ過機のろ過材の交換を実施し
ました。

番号 措置名 交付金事業の名称
13 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 簡易水道施設管理事業（米ノ浄水場急速ろ過機ろ過砂交換工事）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 上下水道課

設備更新 指名競争入札 荏原商事　株式会社　福井支店(福井市) 5,885,000
交付金事業の担当課室 上下水道課

2,129,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 5,330,000
3,201,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 5,885,000

達成度 ％ 100.0

ろ過砂交換　V=7,440ℓ
支持床石　　V=4,320ℓ

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年



Ⅱ．事業評価個表

米ノ浄水場の安定した水道水の供給を確保することができました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％
評価年度の設定理由

住民への送水の停止件数は当該年度で把握できるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件
目標値 件 0.0

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び成果
実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和2年度

送水停止件数0件
原水流入の不具合によ
る住民への送水の停止

件数0件

交付金事業に関係する主要政
策・施策と目標

　第二次越前町総合振興計画（平成28年度～平成37年度）
　　第2編　第1章　快適で安全に住み続けられるまちづくり
　　　第1節　住みやすいまちを演出する都市基盤・公共施設の充実
　　　　1-1-3  水道の整備
　　　■施策の展開方針
　　　　★水道事業を改善し良質な水を供給する

事業開始年度 令和元年度 事業終了年度 令和元年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町 米ノ 地係

交付金事業の概要 米ノ浄水場の安定した水道水の供給を行うため、原水流入弁を更新を実施しました。

番号 措置名 交付金事業の名称
14 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 簡易水道施設管理事業（令和元年度 米ノ浄水場原水流入弁更新工事）



うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 上下水道課

設備更新 指名競争入札 荏原商事　株式会社　福井支店(福井市) 2,365,000
交付金事業の担当課室 上下水道課

859,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金充当額 2,150,000
1,291,000

交付金事業の総事業費等 令和元年度 備考
総事業費 2,365,000

達成度 ％ 100.0
原水流入弁更新　電動弁　　N=1.0台

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の活動指標及び活動
実績

活動指標 単位 元年


